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地域防災の要として活躍
甲賀市消防団の入退団
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岡
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水
口
方
面
隊

土
山
方
面
隊

甲
賀
方
面
隊

甲
南
方
面
隊

信
楽
方
面
隊

女
性
消
防
隊

退
団
さ
れ
た
方
【々
勤
続
５
年
以
上
の
退
団
者（
平
成
２５
年
４
月
１
日
現
在
）】

長年にわたり消防団員として地域の防災活動に貢献いただいた１１０名の方々が退団されました。
ご自身のお仕事を持ちながらの消防団活動、本当にお疲れ様でした。

また、新たに９６名の方々が入団されました。今後、地域防災のリーダーとしてのご活躍に期待します。
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地域防災の要として活躍
甲賀市消防団の入・退団

　
市
で
は
、
身
の
回
り
で
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
災

害
に
つ
い
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
知
識
を
深
め
、

災
害
へ
備
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々
な
自
然
災
害
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
※
）に
基
づ
き
作
成
し
た「
甲
賀

市
防
災
マ
ッ
プ
」を
市
内
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　
ご
家
庭
、
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
防
災

対
策
に
幅
広
く
活
用
し
て
頂
く
こ
と
で
、
地
域
防
災

力
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
マ
ッ
プ
は
区
・
自
治
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今

月
中
旬
以
降
各
ご
家
庭
に
順
次
お
届
け
す
る
ほ
か
、

お
住
ま
い
の
地
域
に
あ
る
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
や
危

機
管
理
課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し

災
害
へ
の
備
え
を

デ
ー
タ
か
ら
見
る

甲
賀
市
の
安
全
課
題

　
市
で
は
現
在
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
一
環
と
し
て
、
様
々
な
統
計
資
料
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
市
の
安
全
課

題
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
一
つ
と
し
て「
人
口
動
態
統

計
」の
デ
ー
タ
か
ら
、
過
去
の
死
亡
の
発

生
状
況
を
分
析
し
た
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

●
外
傷
に
よ
る
死
亡（
病
気
以
外
の
要
因

に
よ
る
死
亡
）の
う
ち
、
最
も
多
い
の
は

自
殺
で
あ
り
、
市
の
自
殺
者
数
は
、
全
国
・

県
の
数
値
よ
り
若
干
高
い
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。
自
殺
は
全
国
的
な
問
題
で
す
が
、

市
に
お
い
て
も
大
き
な
問
題
と
言
え
ま
す
。

●
不
慮
の
事
故（
不
慮
の
窒
息
、
転
倒
・

転
落
、
交
通
事
故
等
）に
よ
る
死
亡
は
、

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
、
70
歳
代
〜
80
歳
代
が
最
多
で
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
人
口
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
た
め
、
高
齢
者
の
不
慮
の
事
故
は
、

今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
　

　
こ
れ
ら
は
、
分
析
結
果
の
一
例
で
す
。

市
で
は
今
後
、
よ
り
詳
細
な
資
料
に
よ
っ
て

外
傷
の
傾
向
・
発
生
原
因
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
抱
く
不
安
感
の

要
素
・
背
景
を
分
析
し
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
予
定
で
す
。

自
殺
対
策
講
演
会
を
開
催

　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
3
月
17

日
、
自
殺
を
防
ぐ
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
講
演
会
を
開
催
し
、
約
4
0
0
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活
躍
さ

れ
る
作
家
で
内
科
医
の
お
お
た
わ
史
絵
さ

ん
か
ら
、「
う
つ
病
」は
自
殺
の
大
き
な
要

因
で
あ
る
が
、
珍
し
い
病
気
で
は
な
く
誰

の
身
に
も
起
き
得
る
こ
と
や
、
生
活
の
中

の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
う
つ
病
は
予
防

で
き
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講演するおおたわ史絵さん

外傷による死亡　死因上位3位（市内）

発生件数は過去5年間の合計件数

順位

1位

2位

3位

死因

自　　殺

不慮の事故－不慮の窒息

不慮の事故－交通事故

発生件数

129件

46件

35件

自殺の数値比較

数値は過去7年間の平均値

自殺の死亡者
（人口10万人あたり）
死亡全体のうち
自殺が占める割合

甲賀市

25.2人

滋賀県

21.6人

全国

23.9人

2.9％ 2.7％ 2.6％

セーフコミュニティこうかセーフコミュニティこうかセーフコミュニティこうか Vol.4
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※必ずしもシミュレーションに沿った災害が発生するものではありませ
んし、想定外の災害が発生する可能性もあります。防災マップを参考
に、様々な災害をイメージして防災対策に取り組むことが大切です。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
時
間
に
応

じ
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
、
地
域
の
特
産
品
と
交
換
で
き
る
制
度
で
す
。

　
役
割
や
張
り
合
い
を
持
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
が
介
護

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
対
象
者

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

指
定
の
市
内
介
護
保
険
施
設

障
が
い
者
施
設
等

市
民
協
働
事
業

（
N
P
O
鹿
深
の
杜
）

話
し
相
手
、傾
聴
、施
設
内
の
移
動
介
助
、施
設
内
外

の
清
掃
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
参
加
支
援
、演
芸

田
ん
ぼ
や
畑
の
苗
植
え
、収
穫
、草
刈
、日
曜
大
工 

等

内
容

場
所

対 人 賠 償 1名　6,000万円
1事故　 2億円

補償限度額区分

1事故　100万円財 物 賠 償

1事故　100万円保管物賠償

1事故につき、20,000円は免責で自己負担

補償限度額区分

1名50万円死　　亡

1名1万5千円～50万円後遺障害

1名1日2,000円（180日限度）入　　院

1名1日1,000円（90日限度）通　　院

入院・通院補償金は、事故日より合算して180日が限度

医
療
費
助
成
制
度
を
拡
大
〜
8
月
か
ら
小
中
学
生
の
通
院
費
な
ど
を
〜

登録者
募集

活
動
の
場
が
広
が
り
ま
す

長寿福祉課　地域支援係
問い合わせ・申し込み

63-459165-0699／

　
市
で
は
、
子
育
て
世
代
の
低
所
得
者
層
へ
の
支

援
と
し
て
、
非
課
税
世
帯
の
小
中
学
生
の
通
院

医
療
費
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
対
象
を
市

民
税
の
均
等
割
の
み
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
世
帯
に

ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
所
持
者
へ

の
障
害
者
医
療
費
助
成
を
3
級
所
持
者
に
ま
で

拡
大
し
ま
す
。

　
該
当
の
方
へ
は
7
月
に
個
人
あ
て
に
通
知
し
ま

す
の
で
、
受
給
券
の
交
付
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

 

通
院
医
療
費
助
成

●
対
象

　
非
課
税
世
帯
・
市
民
税
の
均
等
割
の
み
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
小
中
学
生

※
重
度
心
身
障
害
者
や
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭

な
ど
の
、
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
該
当
す
る

方
は
除
き
ま
す
。

●
助
成
の
内
容

　
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
っ
た
、
保
険
給
付

の
対
象
と
な
る
通
院
に
か
か
る
医
療
費
の
う
ち
、

高
額
療
養
費
及
び
付
加
給
付
の
支
給
額
を
除
い

た
自
己
負
担
分
。

※
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共
済
給

付
金
の
対
象
と
な
る
通
院
は
除
き
ま
す
。

 

障
害
者
医
療
費
助
成

●
対
象

　
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級
・
3
級
所
持
者

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

●
助
成
の
内
容

　
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
っ
た
、
保
険
給
付

の
対
象
と
な
る
医
療
費
の
う
ち
、
高
額
療
養
費

及
び
付
加
給
付
の
支
給
額
、
自
己
負
担
金
を
除

い
た
額
。

※
次
の
自
己
負
担
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

入
院
／
1
日
あ
た
り
1
，0
0
0
円（
1
ヶ
月

1
4
，0
0
0
円
を
限
度
）

通
院
／
1
診
療
報
酬
明
細
書
あ
た
り
5
0
0
円

保険年金課 後期高齢者医療係
問い合わせ

63-461865-0689／

地域コミュニティ推進室　地域コミュニティ推進係
問い合わせ

63-455465-0687／

　
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
で
は
、

初
診
時
の
特
定
療
養
費
、
入
院

時
の
食
事
代
の
負
担
、
文
書
料

及
び
室
料
差
額
等
の
保
険
適
用

外
の
費
用
は
、
助
成
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
住
宅
に
困
窮
す
る
方
の
住
居
の
安
定

を
確
保
す
る
た
め
、
市
内
の
良
質
な
民
間
賃

貸
住
宅
に
こ
れ
か
ら
入
居
す
る
方
お
よ
び
す
で

に
入
居
し
て
い
る
方
に
対
し
、
家
賃
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
／
次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
こ
と

・
甲
賀
市
営
住
宅
条
例
に
規
定
す
る
入
居
資
格

の
あ
る
方（
所
得
制
限
あ
り
）で
世
帯
全
員

が
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

・
家
賃
月
額
が
6
万
円（
単
身
世
帯
は
4
万
5

千
円
）以
下
で
あ
る
こ
と

・
市
内
の
民
間
住
宅
で
新
耐
震
基
準
に
適
合

し
、
消
防
施
設
を
設
置
さ
れ
た
住
宅
で
あ
る

こ
と

・
過
去
に
同
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

●
補
助
額
／
家
賃
月
額
の
2
分
の
1
に
相
当

す
る
額
と
し
、
上
限
を
2
万
円
と
す
る

●
募
集
件
数
／
20
件

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

●
募
集
期
間
／

6
月
3
日（
月
）〜
11
日（
火
）9
時
〜
17
時

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

民
間
賃
貸
住
宅
の

家
賃
を
補
助

民
間
賃
貸
住
宅
の

家
賃
を
補
助

住
宅
建
築
課

6
5
｜

0
6
0
9
／
　
6
3
｜

4
6
0
1

問
い
合
わ
せ

補償制度の対象なる活動は
市内で活動する、5人以上の共通の目的を持った市
民による継続的・計画的な活動が対象となります。た
だし、政治、宗教、営利を目的とした活動や企業活動と
して活動する会社、事業所内の団体による活動、報酬
等が出ている場合は対象となりません。

補償内容は

【賠償責任事故補償】
市民活動団体が活動中に管理監督者等の過失によ
り、参加者や第三者が負傷した場合や、財物に損害を
与え法律上の損害賠償を負った場合

【傷害補償】
市民活動団体の指導者、ボランティアまたは各種事
業の参加者などが活動中に急激かつ偶然な外来の事
故によって、死亡したり、後遺障害を被ったり、または
入院、通院による治療を要する怪我をした場合

対象とならない主な事故
●指導者や参加者の故意による事故
●地震や洪水などの自然災害による事故
●戦争、変乱、暴動、騒じょう、労働争議による事故
●無資格運転や酒酔い運転
●スポーツを行うことを目的とした団体の競技者が行
うスポーツ活動
●山岳登はん、スカイダイビング、ハンググライダー
搭乗など危険を伴うスポーツでの事故
●施設の管理瑕疵による事故、参加者本人または親
族が所有する自動車などによる事故
●脳疾患、疾病、心神喪失などの内的要因による
事故
●けんかや自殺行為、犯罪行為による傷害および他
覚的症状のないむち打ち症や腰痛

活動届の提出
団体を所管する市の担当課に、「市民活動団体活動
届」をご提出ください。

事故が発生したら
市民活動団体の代表者などは、市民
活動中に事故が発生した場合、必ず
2週間以内に、その活動に関係する
担当課等へ連絡し、「事故発生報告
書」を提出してください。

市は、区・自治会や自治振興会、NPO、ボランティア団体などに安心して参加いただくため、市民活動総合補償制度に加入しています。

補償制度で市民活動を後押し補償制度で市民活動を後押し補償制度で市民活動を後押し

高
齢
者
介
護
予
防

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度

高
齢
者
介
護
予
防

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制
度
活
動
の
場
所
・
内
容

■活動参加者の声

「喜んでもらえてうれしい」
「自分の張り合いになっている」
「若い人と話す機会で勉強になった」
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地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
は
、
従
来
か

ら
自
治
会
や
各
種
団
体
が
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
振
興
会
は
そ

れ
ら
の
活
動
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
の
課
題
を
皆
で
共
有
し
解
決
に
向
け
た

新
た
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

み
ん
な
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
を

〜
希
望
ヶ
丘
お
と
な
こ
ど
も
★

　
　
　
　
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

　

皆
さ
ん
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
有
志
に
よ
る「
希

望
ヶ
丘
お
と
な
こ
ど
も
★
未
来
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現

在
、
10
数
名
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り

十
数
年
先
の
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
を
念
頭
に
、
お
と
な
こ
ど
も
関
係
な
く

参
加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
運
営
し

て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
声
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う

〜
希
望
ヶ
丘
お
と
な
こ
ど
も
★

　
　
未
来
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
〜

　

活
動
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
考
え
や
意
見

を
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、
希
望
ヶ
丘
全

戸
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
貴
重
な
意
見
や
思
い
を
振
興
会

へ
数
多
く
い
た
だ
き
地
域
の
長
所
や
短
所

が
具
体
的
に
見
え
て
き
ま
し
た
。

み
ん
な
の
絆
が
さ
ら
に

深
ま
る
よ
う
に

　

従
来
か
ら
の
事
業
に
加
え
て
、
皆
さ
ん

の
要
望
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
新
し
い
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
に
こ
に
こ
サ
ー
ク
ル
の
開
催

　

乳
幼
児
を
持
つ
親
子
が
気
軽
に
情
報

交
換
で
き
る
場
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

●
希
望
ヶ
丘
お
掃
除
し
隊
発
足

　

多
く
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
希
望
ヶ

丘
の
ご
み
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
ち

が
き
れ
い
に
な
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
交
流
で
き
る
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

●
ス
ポ
ー
ツ
祭 
i
n 

希
望
ヶ
丘
2
0
1
3

　

年
齢
に
関
係
な
く
地
域
の
み
ん
な
が

も
っ
と
ふ
れ
あ
う
場
と
し
て
気
軽
に
参
加

で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

み
ん
な
の
力
で

住
み
よ
い
ま
ち
に

〜
希
望
ヶ
丘
ま
ち
づ
く
り
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
に
向
け
て
〜

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
住
み
よ
い
ま
ち
に

す
る
に
は
、
地
域
に
住
む
皆
が
一
体
と
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
中

心
に
各
種
団
体
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に

参
画
を
い
た
だ
き
、
把
握
し
て
い
る
地
域

の
諸
問
題
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
も

と
に
、
希
望
ヶ
丘
の
未
来
を
創
る
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
作
成
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
も
地
域
住
民
や
地
域
内
外
の
各
種

団
体
と
の
連
携
を
広
く
呼
び
か
け
な
が

ら
、
希
望
ヶ
丘
地
域
が
よ
り
住
み
よ
い
ま

ち
に
な
る
よ
う
に
様
々
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

｠｠希望ヶ丘学区自治振興会希望ヶ丘分会
●自治振興会の活動内容を紹介しています●

キラリ輝く地域のキラリ輝く地域のキラリ輝く地域の輪

地域市
民セン

ター

西東
北南
西東
北南
西東
北南

ロ
ビ
ー
に
も
春
が
や
っ
て
き
た

●
綾
野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

自治振興会の
ロゴが完成
●大野地域自治振興会

　

綾
野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

水
口
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
、
手
作

り
の
桜
の
花
が
満
開
に
な
り
ま
し
た
。

　

水
口
中
央
公
民
館
は
、
毎
日
た
く

さ
ん
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
ロ
ビ
ー
で
楽
し
く
お
話
さ
れ

て
い
る
様
子
を
見
か
け
ま
す
。
来
館

し
て
頂
く
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
楽
し

ん
で
頂
き
、
ま
た
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
頂
け
る
よ
う
正
面

玄
関
奥
の
壁
面
に
飾
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
は
、
入
園
・
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と
で
、「
あ

や
の
ち
び
っ
こ
ら
ん
ど
」や「
百
歳
体
操
」の
参
加
者
の
方
々

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
桜
の
花
び
ら
を
か
た
ど
っ
た
用
紙

を
壁
に
飾
り
つ
け
、
見
事
な
桜
の
木
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

５
月
は
こ
い
の
ぼ
り
を
テ
ー
マ
に
華
や
か
な
飾
り
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
は
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
あ
な
た
の
こ
い
の

ぼ
り
を
壁
に
泳
が
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

●
朝
宮
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　

朝
宮
自
治
振
興
会
で
3
月
23

日
、
朝
宮
地
域
戦
没
者
追
悼

式
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

追
悼
式
や
慰
霊
祭
は
、
市
内

各
地
域
で
8
月
に
多
く
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
朝
宮
地
域
で

は
以
前
か
ら
こ
の
時
期
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
り
戦
没
者

慰
霊
祭
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
自
治
振
興
会
の
設
立
に
伴
い
、
戦
没
者
の
追
悼

と
と
も
に
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
催
し
と
し
て
、
昨
年
か
ら

は
無
宗
教
方
式
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
朝
宮
地
域
の
戦
没
者
の
遺
族
の
方
な
ど
、
約

30
名
が
戦
没
者
忠
魂
碑
の
前
に
集
ま
り
献
花
さ
れ
、
平
和
へ

の
思
い
を
新
た
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
野
地
域
自
治
振
興
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

ロ
ゴ
は
、
特
産
の
お
茶
の
葉
と
鴨 

長
明
が
詠
ん
だ
布
引
山
を
図
案

化
さ
れ
、『
お
茶
の　

お
い
し
い　

の
ど
か
な

大
野
』の
コ
ピ
ー
が
入
り
ま
す
。

　

自
治
振
興
会
で
は
、
完
成
し
た
ロ
ゴ
を
封

筒
と
の
ぼ
り
旗
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ロ
ゴ
が
大
野
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
地
域
の
発
展
の
一
助
に
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

野菜づくりから
ふれあい・交流を
●甲南第一地域市民センター

　

甲
南
第
一
自
治
振
興
会
の
わ
が
ま
ち
部
会
で
は
、
昨
年
７
月
か
ら
約

7
6
0
㎡
の
休
耕
田
を
活
用
し
た「
ふ
れ
あ
い
交
流
農
園
」に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
農
園
は
、
休
耕
田
を
約
30
㎡
の
21
区
画
に
区
分
し
、
現
在
16
区
画
で

野
菜
づ
く
り
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
地
元
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
古
い
物
置
を
譲
り
受
け
、
農
園
利

用
者
が
共
用
で
使
え
る
農
具
置
き
場
・
憩
い
の
場
に
し
よ
う
と
移
設
・
組
み

立
て
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
野
菜
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ふ
れ

あ
い
・
交
流
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

No.18

希望ヶ丘地域は、昭和40年代から50年代にかけて造成された住宅団地です。
造成から長年が経過して多くの課題が出てきていますが、それらを解決して
住みよいまちとなるように、振興会では様々な事業に取り組んでいます。

にこにこサークルの様子

スポーツ祭 in 希望ヶ丘2013

希
望
ヶ
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

8
6
｜

0
9
6
9
／
　
8
6
｜

0
9
7
6

問
い
合
わ
せ
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20.7

「1日3食、食べていますか?」
～平成21年度滋賀の健康・栄養マップ調査結果より～

子
育
て
は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
18
歳
ま
で
の

子
育
て
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
子
育
て
の
悩
み
は
、
一
人
で
抱
え
ず

に
お
気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
／
月
〜
金
曜
日

●
時
間
／
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分

　

家
庭
児
童
相
談
員
・
社
会
福
祉
士
・

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

に
応
じ
て
左
記
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
子
育
て
を
応
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
〉

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

○
一
時
預
か
り
保
育
事
業

○
病
後
児
保
育
事
業

○
産
じ
ょ
く
期
ヘ
ル
パ
ー

○
育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業　
な
ど

詳
し
い
事
業
内
容
に
つ
い
て
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
君
が
い
る
　
た
だ
そ
れ
だ
け
で

う
れ
し
い
よ
】

５
月
５
日
〜
１１
日
は
児
童
福
祉
週
間
で
す
。

「
児
童
福
祉
週
間
」と
は
、
子
ど
も
や

家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
つ

い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　市では、概ね生後３か月のお子さんがおられるすべての家庭を訪問し、
地域で安心して楽しく子育てしていただけるように、「こんにちは赤ちゃ
ん事業」を実施しています。
　地元の民生委員児童委員（主任児童委員）（※）が訪問し、「おめでとう」
の気持ちとともに、お子さんの健やかな成長を願って子育てに役立つ情
報等をお届けしています。
　訪問日程は次のとおりです。事前に電話等で連絡し、ご都合のよい日
に伺います。なお、里帰り出産などで長期不在になる場合は、日程を
変更して訪問します。

　皆さん、1日3食（朝食、昼食、夕食）しっかり食
べていますか?
　甲賀市では、1日の食事回数が2回以下の人の割
合が20歳代の男女、30歳、50歳代の男性で高
いことが分かりました。また、食事回数が2回以下
である理由としては、「時間がないから」、「食欲がな
いから」、「体重を減らしたり維持できると思うから」
などがありました。

惣菜や残り物などを上手に利用し、
まずは、短時間で摂れる食事から
始めてみましょう。

食事と食事の時間を空けて、おな
かがすいている状態を作りましょ
う。間食の摂りすぎや夜遅い時間
の食事にも気をつけましょう。

食事回数が少ないと、
逆に太りやすい体質
になります。

　食事を抜くと、体はその分のエネルギーを節約
しようとします。たとえ1日のエネルギー摂取量を
同じにしても、食事回数が少なくなるほど体脂肪の
蓄積が増加し、血清コレステロールや中性脂肪値
が高くなり生活習慣病を招きやすくなります。
　食べすぎは問題で、食べないことも問題です。
1日3食、規則正しく食べる習慣をつけましょう。

社会福祉課家庭児童相談室　☎65-0660／　 63-4085

※民生委員児童委員（主任児童委員）の皆様は、厚生労働大臣の委嘱を受け、日頃から地域の皆様の相談に応じ、地域の福祉活動に取り組んでいただいております。

情報交流ひろば

Vol.28い か
こい か
こ

となりまち
亀山伊賀

甲賀

　鈴鹿国定公園の特別地域に指定されている余野
公園は、約1万5千本のツツジが自生し、関西随
一の規模を誇ります。当日は約2万㎡の広大な芝
生広場に所狭しとテントが立ち並び、地元の自治会
や各種団体が出店するほか、ステージでは多彩な
イベントが祭りを盛り上げ、毎年、1万人を超える
人出でにぎわいます。ぜひ美しいツツジと祭りを楽
しみに来てください。

●日時／5月12日（日）10時～14時
●場所／余野公園
●アクセス／ふるさと会館いがの駐車場から
　無料シャトルバス

伊賀市商工会
問い合わせ

0595-45-2210
伊賀支所振興課

0595-45-91200595-45-9119／

　里山公園「みちくさ」は、平成18年のオープン
以来、豊かな自然とふれあえる憩いの場、環境学
習の場として親しまれています。
　約3.5haの荒地を、多くの生き物が生息できる
環境に戻すため、池や湿地などの水辺を整備し、
里山に復元しました。
　園内では、5月から10月末まで、ザリガニ釣り
体験も行われています。

●場所／亀山市椿世町407-1
●開園時間／8時30分～17時（12月29日～1月
3日は休園）
●入場料／無料
●アクセス／東名阪自動車道「亀山IC」より
　亀山方面へ約10分

環境産業部環境保全室
問い合わせ

0595-84-5069

第26回余野公園つつじ祭 亀山里山公園「みちくさ」
～鮮やかに咲き誇る1万5千本のツツジ～ ～自然を学び、自然に親しむ～

訪問月

平成25年   5月

平成25年   6月

平成25年   7月

平成25年   8月

平成25年   9月

平成25年 10月

平成25年 11月

平成25年 12月

平成26年   1月

平成26年   2月

平成26年   3月

対象児（誕生月）

平成25年   2月生

平成25年   3月生

平成25年   4月生

平成25年   5月生

平成25年   6月生

平成25年   7月生

平成25年   8月生

平成25年   9月生

平成25年 10月生

平成25年 11月生

平成25年 12月生

健やかな成長を願って健やかな成長を願って こんにちは赤ちゃん事業

社
会
福
祉
課　

家
庭
児
童
相
談
室

6
5
｜

0
6
6
0

問
い
合
わ
せ

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

●
対
象
者
／
甲
賀
市
在
住
の
40
歳
・
45
歳
・

50
歳
・
55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・
70
歳
の
女
性

●
受
診
料
／
5
0
0
円（
70
歳
は
無
料
）

※
詳
し
く
は
検
診
カ
レ
ン
ダ
ー（
P
22
）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市
立
み
な
く
ち
診
療
所（
☎
6
2
｜
3
3
4
6
）

受
診
し
た
い
前
月
中
に
診
療
所
へ
電
話
申
込
み

●
申
込
期
間
／
4
月
〜
10
月

●
検
診
日
／
5
月
〜
11
月
の
月
・
水
・
金
曜
日

●
時
間
／
14
時
〜

※
上
記
以
外
の
曜
日
や
時
間
を
ご
希
望
の
方
は

申
込
時
に
相
談
く
だ
さ
い
。

信
楽
中
央
病
院（
☎
8
2
｜

0
2
4
9
）

受
診
し
た
い
前
月
の
15
日
ま
で
に
病
院
へ
電
話
申
込
み

●
申
込
期
間
／
5
月
〜
7
月
の
1
日
〜
15
日

●
検
診
日
／
6
〜
8
月
の
毎
週
木
曜
日

●
時
間
／
14
時
〜
15
時

独
立
行
政
法
人 

国
立
病
院
機
構

紫
香
楽
病
院（
☎
8
3
｜

0
1
0
1
）

事
前
申
し
込
み
は
不
要
。
随
時
窓
口
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

●
検
診
日
／
5
〜
10
月（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

●
受
付
時
間
／
9
時
〜
11
時

※
詳
細
は
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
推
進
課 

健
康
増
進
係

6
5
｜

0
7
3
7

問
い
合
わ
せ

まずは、食べる習慣をつけましょう 食事回数と生活習慣病の関係

時間がないからという方

食欲がないからという方

体重を減らしたり、維持
できると思われている方

1日の食事回数が
2回以下の人の割合

20～29歳

26.3

3.8

8.3
6.5

12.5

2.8
4.3

0 0 0

12

30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

男性

0

5

10

15

20

25

30

女性

割
合（
％
）

児
童
福
祉
週
間

ヘルスアップ
通信

つばい そ

健康推進課  健康政策係
問い合わせ

63-459165-0703／



桜並木の下で一味違う給食

身近な素材でおもちゃづくり

多羅尾小で新しい友だち迎える

　

鮎
河
小
学
校
の
「
お
花
見
給
食
」

が
4
月
9
日
、
同
校
の
近
く
を
流
れ

る
う
ぐ
い
川
河
畔
で
行
わ
れ
、
全
校

児
童
24
人
が
地
元
の
特
産「
鮎
河
菜
」

の
和
え
物
や
赤
飯
な
ど
の
献
立
に
舌

鼓
を
打
ち
ま
し
た
。　
　

　

卒
業
記
念
な
ど
に
よ
り
植
樹
さ
れ

た
約
2
0
0
本
の
桜
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
毎
年
開

花
時
に
は
市
内
外
か
ら
の
花
見
客
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。「
お
花
見
給
食
」

も
同
校
の
恒
例
行
事
で
、
川
の
両
岸

に
続
く
桜
並
木
の
下
で
、
楽
し
そ
う

に
話
を
し
な
が
ら
、
い
つ
も
と
一
味

違
う
給
食
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
初
と
な
る
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ

リ
ー
グ
第
4
節「
伊
賀
F
C
く
ノ
一
」対「
ス
ペ

ラ
ン
ツ
ァ
F
C
大
阪
高
槻
」が
4
月
13
日
、水

口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、

1,
3
3
3
人
の
観
客
が
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
ま

し
た
。

　

後
半
早
々
、市
内
出
身
で
大
阪
高
槻
の
池

田
あ
す
み
選
手
の
名
前
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ

る
と
、会
場
は
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
入
り
ま
で
全
て
県
内
の
学
校
で
プ
レ
ー

し
た
の
は
池
田
選
手
が
県
内
初
で
、こ
れ
ま
で

の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
ら
多
く
の
関
係
者
が
応
援

に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　

伊
賀
F
C
の
湖
南
市
出
身
の
選
手
や
池
田

選
手
ら
は
、1
対
1
の
引
き
分
け
に
終
わ
っ
た

試
合
後
も
ス
タ
ン
ド
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
る

歓
声
に
手
を
挙
げ
て
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
で
選
ば
れ
た
青
年
が
乗
馬
し
、

鏑
矢
で
的
を
射
る
「
古
式
流
鏑
馬
神
事
」

が
４
月
７
日
、
甲
賀
町
隠
岐
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
神
事
は
、
約
３
７
０
年
前
か
ら
続

く
も
の
で
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
ば
れ
た
馬
乗
り
人

は
、
乗
馬
の
訓
練
を
重
ね
、
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
古
式
に
な
ら
っ
て
当
日
を
迎
え
ま

す
。
当
日
は
、
馬
場
を
５
度
駆
け
抜
け

ま
す
。
１
、
２
度
目
は
両
手
を
広
げ
、
３
、

４
度
目
に
矢
を
放
ち
、
最
後
は
片
手
に
扇

を
広
げ
ま
す
。
今
年
は
同
地
区
の
小
川

普
史
さ
ん
が
務
め
、
見
事
的
中
さ
せ
ま

し
た
。
観
衆
か
ら
は
歓
声
と
拍
手
が
沸

き
起
こ
り
、
十
数
年
ぶ
り
と
い
わ
れ
る
的

中
に
「
良
い
年
に
な
る
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　

市
内
23
校
の
入
学
式
の
4
月
8
日
、多

羅
尾
小
学
校
で
は
学
区
外
か
ら
通
学
す

る
1
人
を
迎
え
て
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

希
望
に
よ
り
、他
の
通
学
区
か
ら
小
規
模

校
で
通
う
こ
と
が
で
き
る「
特
認
校
制
度
」

が
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
で
、新
一
年

生
の
予
定
が
な
か
っ
た
児
童
は
、新
し
い

友
だ
ち
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
校
で
四
半
世
紀
の
歴
史
を
誇
る
オ
ペ

レ
ッ
タ
は
、毎
年
大
き
な
感
動
を
呼
ん
で

お
り
、地
域
と
の
つ
な
が
り
も
強
い
温
か

な
校
風
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
も
、地
域
代
表
の
皆
さ
ん
が
出

席
す
る
な
か
9
人
の
在
校
生
た
ち
は
ダ
ン

ス
を
披
露
し
、か
わ
い
い
妹
が
で
き
た
う

れ
し
さ
を
表
わ
し
て
い
ま
し
た
。

なでしこリーグ公式戦

鮎河小学校お花見給食

にんくる土曜塾

多羅尾小学校入学式
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桜の木漏れ日の中で

新入生歓迎のダ
ンスを

楽しむ近野さん
親子

観衆の中、
馬場を駆け抜ける

同点ゴールの
瞬間と、

池田選手（24）

◆「かまーとの森」はどんな場所ですか？
　信楽を訪れていた
だいた方、信楽でお
住まいの方が気軽
に寄っていただき、
楽しく交流してもら
いたい場所です。

◆開かれたきっかけは？
　最初、80ｍのトンネル窯の跡地にショールームを
作ったのですが、3分の2はまだ空いてました。40
年前の配管などがそのままあるその空間を、都会
の人や地元の陶芸作家さんが、面白く感じてくだ
さったようで、“ここで何かしよう”と、いろいろな提
案をくださいました。
　まず3月末に、信楽焼の傘立に皮を張ったジャンベ
という太鼓を中心に演奏会を開きました。そこで色
んな方々と交流することで、次々と新しい企画が生
まれました。誰もがふらっと立ち寄ってもらえて、楽
しいと感じていただけたらと思っています。

◆今のこの場所は、その出会いが作ったのですね。
　はい、今は地元作家さんのギャラリーを開催してい
ますが、音楽家の演奏会も予定しています。ここで
出会った皆さんの思いが実現させたと思います。

◆今後の思いをお聞かせください。
　陶器だけでなく、信念を持ったものづくりをしてい
る人がいて、それを求める人の出会いの場であった
り、交流の場になれば良いなと思っています。

入場無料でどなたでも参加できますので、参加ご希望の方は
【かまーとの森　☎60-8539】までご連絡ください。
入場無料でどなたでも参加できますので、参加ご希望の方は
【かまーとの森　☎60-8539】までご連絡ください。

交流スペース「かまーとの森」交流スペース「かまーとの森」
か    とう     けい    こ

加藤 恵子さん加藤 恵子さん

「かまーとの森」で6月2日（日）、6月7日（金）
地元在住の音楽家のコンサートが行われます。

的中に歓声湧く 椿神社・流鏑馬神事

市内出身、滋賀県育ちのなでしこが地元デビュー

う
ま
　の
　
　
　
　び
と

お
　
が
わ　

ひ
ろ 

ふ
み

　
窯元や作家の陶房が

立ち並ぶ信楽町長野。その
中心部からはややはずれ、陶芸
の森の裏手に「かまーとの森」は
あります。今年3月に、ショールー
ムだけでなく地域の交流の場と
してもこの場をオープンさせ
た加藤さんにお話を伺い
ました。

誰の「恐竜のたまご」が一番早く転がるかな

　

小
学
生
以
下
を
対
象
に
し
た
子
育

て
支
援「
に
ん
く
る
土
曜
塾
」が
4
月

13
日
、甲
賀
町
の
に
ん
く
る
児
童
館
で

開
か
れ
、市
内
の
親
子
12
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
日
は
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で「
恐
竜
の

た
ま
ご
」を
作
り
、段
ボ
ー
ル
や
牛
乳

パ
ッ
ク
で
作
ら
れ
た
コ
ー
ス
に
転
が
し

て
遊
び
ま
し
た
。

　

袋
状
に
し
た
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
ビ
ー

玉
を
入
れ
、小
箱
の
中
で
何
度
も
振
る

と
、卵
形
に
変
形
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、転
が
る
様
子
を
観

察
し
た
り
、み
ん
な
の
た
ま
ご
を
競
走

さ
せ
た
り
し
て
身
近
な
材
料
で
作
る
お

も
ち
ゃ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

※「
に
ん
く
る
土
曜
塾
」は
毎
月
第
２
土

曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
い   

が       

な
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『
甲
賀
市
史
』第
5
巻

「
信
楽
焼・考
古・美
術
工
芸
」

 

刊
行
し
ま
し
た

　　『
甲
賀
市
史
』全
8
巻
の
う
ち
5
冊
目
と

な
る
第
5
巻
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
も

う
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
今

回
は「
日
本
六
古
窯
」の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、

今
日
も
わ
が
国
を
代
表
す
る
窯
場
と
し
て

知
ら
れ
る
信
楽
焼
の
歴
史
を
中
心
に
、
奥

行
き
深
い
甲
賀
文
化
の
諸
相
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
と
く
に
信
楽
焼
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
研

究
成
果
を
ふ
ま
え
、
鎌
倉
時
代
の
開
窯
か

ら
今
日
ま
で
の
発
展
を
、
多
く
の
図
版
と

と
も
に
解
説
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
類
書

の
水
準
を
超
え
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
須
恵
器
や
緑
釉
陶
器
、
そ

し
て
八
田
焼
な
ど
こ
れ
ま
で
市
内
で
焼
か
れ

て
き
た
多
く
の
や
き
も
の
や
そ
の
遺
跡
に
つ

い
て
も
紹
介
。
陶
磁
器
の
世
界
に
関
心
の
あ

る
方
に
は
ま
さ
に
必
備
の
一
冊
で
す
。

　
ま
た
万
葉
歌
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
紫
香

楽
宮
跡
を
は
じ
め
、
市
内
遺
跡
に
も
多
く

の
ペ
ー
ジ
を
割
き
、
考
古
学
フ
ァ
ン
の
方
に
も

ご
満
足
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
加

え
て
、
美
術
工
芸
で
は
新
発
見
の
あ
い
つ
ぐ

仏
教
彫
刻
を
多
数
紹
介
し
て
お
り
、
甲
賀

市
が
ま
さ
に「
仏
像
の
宝
庫
」で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
付
録
と
し
て
同
梱
さ
れ
る
カ
ラ
ー
マ
ッ

プ「
甲
賀
の
古
像
」も
仏
像
探
訪
に
役
立
つ

と
好
評
で
す
。

　『
甲
賀
市
史
』を
ガ
イ
ド
と
し
て
、
あ
い
こ

う
か
の
歴
史
と
文
化
の
豊
か
さ
に
、
ふ
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
販
売
価
格
／
3,
5
0
0
円

●
販
売
場
所
／

〈
水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
ヤ
マ
カ
ワ
・
山

田
書
店
・
T
S
U
T
A
Y
A
さ
ん
ぽ
う

ど
ー
・
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

〈
土
山
町
〉ウ
エ
ノ
・
道
の
駅
あ
い
の
土
山
・

新
名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内

所
・
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

〈
甲
賀
町
〉か
ふ
か
生
涯
学
習
館

〈
甲
南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲
南
店
・
市
史
編
さ
ん
室

〈
信
楽
町
〉大
宝
堂
谷
川
書
店
・
信
楽
伝
統

産
業
会
館
・
信
楽
中
央
公
民
館

※
営
業
・
開
館
時
間
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
史
の

小
径

市
史
の

小
径

歴
史
文
化
財
課 

市
史
編
さ
ん
室

8
6
｜

8
0
7
5
／
　
8
6
｜

8
2
1
6

問
い
合
わ
せ

5つの軽運動で
健康と若さを継続しましょう
　ダイエットには興味あるけど、運動はどうも苦手・・・
そんなふうに思っていませんか。日常生活の動作に
ほんの少しアレンジを加えれば、自然に運動量がアッ
プし、病気の予防やダイエット、老化防止にもつなが
ります。運動のメリットは、とてもたくさんあります。
あなたが手にいれたいのは、どれですか。

こんな軽い運動を始めてみましょう
　現代人に運動不足が多いのは「歩かなくなったこ
と」と「からだを動かさなくなったこと」が最大の原因
ですが、「いざ運動」と気負わず、日常生活のなかで
できる自分に合った運動をみつけてみませんか。

　楽な運動でいいので「定期的に長く続けること」が
大切です。忙しいときは、2～3日休んでもかまいま
せん。楽しみながらやるのが長く続けるコツです。ス
ポーツ推進委員では、気軽にできる地域交流スポー
ツの取り組みをしています。ぜひご相談ください。

〈いつでも速足〉通勤・通学・買い物は、
まず速足を

〈とにかく階段〉エレベーター等を使わず、
積極的に階段を利用

〈気軽にステップ〉階段や玄関の段差を利用
し、上り下り運動

〈すいすい筋力アップ〉例えば、
テレビを見ながら上半身の筋力
アップ運動
〈こまめに家事〉家事の適度な
運動効果によりカロリー消費

□アンチエイジング（抗加齢）効果
□肥満の解消（ダイエット）効果
□ストレス解消（リフレッシュ）効果
□持久力や疲労回復力の増進効果
□骨や関節を丈夫にし、動作をスムーズ
　にする効果

59

1運 動
運 動2
3運 動
4運 動

5運 動

スポーツみん でなみん でなみん でな

文化スポーツ振興課
問い合わせ

86-838086-8023／
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お
詫
び
と
訂
正

４
月
１５
日
号
で
左
記
の
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

５
ペ
ー
ジ　

市
の
主
な
事
業

誤
／
一
時
預
か
り
保
育
事
業
１
，1
7
5
円

正
／
一
時
預
か
り
保
育
事
業
１
，1
7
5
万
円

２３
ペ
ー
ジ　

図
書
館
だ
よ
り【
水
口
図
書
館
】

誤
／
３１
日（
金
）：
開
館
日

正
／
３１
日（
金
）：
休
館
日

プ
レ
マ
マ
教
室
の
ご
案
内

●
対
象
／
妊
娠
5
か
月
以
降
の
妊
婦
と
ご
家
族

●
実
施
日
／
5
月
31
日（
金
）

●
時
間
／
10
時
〜
12
時（
15
分
前
受
付
）

●
場
所
／
水
口
保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、親
と
子
の

お
口
の
健
康
手
帳
、母
子
手
帳
交
付
時

に
配
布
し
た
資
料（
封
筒
入
り
）

※
要
予
約（
前
日
ま
で
）

i n f o r m a t i o n

情報
まど
の
情報
まど
の
情報
まど
の

問
・
申
／
健
康
推
進
課 

母
子
保
健
係

☎
6
5
｜

0
7
3
6
／　

6
3
｜

4
5
9
1

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

☆
夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）☆

最
も
大
き
な
星
座「
う
み
へ
び
座
の
お

は
な
し
」〜
土
星
は
見
ご
ろ
で
す
〜

●
日
時
／
5
月
11
日（
土
）　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

●
内
容
／
天
体
の
お
話
、土
星
な
ど
の
観
望

●
申
込
方
法
／
電
話
に
て
申
込
先
ま
で

●
申
込
期
限
／
5
月
10
日（
金
） 

先
着
20
名

　
※
天
候
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
8
8
｜

4
1
0
0
／　

8
8
｜

5
0
5
5

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

ふ
れ
あ
い
親
子
陶
芸
教
室

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館
で
自
分
だ
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
陶
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?
参
加

ご
希
望
の
方
は
、左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
日
時
／
5
月
18
日（
土
）10
時
〜
12
時

●
場
所
／
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

●
定
員
／
25
名（
先
着
順
）

●
受
講
料
／（
材
料
費
を
含
む
）大
人
・
中
学

生
5
0
0
円　

小
学
生
以
下
4
0
0
円

問
・
申
／
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

☎
／　
8
6
｜
7
5
5
1（
月
火
休
館
・
10
時
〜
17
時
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

●
受
付
期
間
／
5
月
1
日（
水
）〜
15
日（
水
）

（
土
・
日
・
祝
を
除
く
9
時
〜
17
時
）

●
使
用
開
始
日
／
6
月
1
日（
土
）

◎「
甲
賀
駅
南
駐
車
場
」12
区
画（
う
ち
5

区
画
は
軽
自
動
車
用
）

◎「
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場
」2
区
画

（
身
体
障
が
い
者
用
）

3
，0
0
0
円
／
月

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。）

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
6
5
｜

0
6
8
6
／　

6
3
｜

4
5
8
2

◎「
油
日
駅
前
駐
車
場
」（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

3
，0
0
0
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会

☎
8
8
｜

5
8
7
9

◎「
甲
南
駅
前
駐
輪
場
」（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

自
転
車　

1
，5
0
0
円
／
月

原　

付　

1
，8
0
0
円
／
月

問
・
申
／
甲
南
駅
前
駐
輪
場

☎
8
6
｜

0
5
9
0

（
受
付
時
間
／
6
時
15
分
〜
9
時
15
分
、

13
時
〜
14
時
、18
時
30
分
〜
20
時
30
分
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

甲
賀
流
忍
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◎
第
６
回
甲
賀
流
忍
者
検
定

●
日
時
／
６
月
９
日（
日
）

　

9
時
受
付
、10
時
検
定
開
始

●
内
容
／
忍
者
検
定（
初
級
・
中
級
）

　

初
級
1
2
0
名（
先
着
）・
中
級（
過
去
の

初
級
検
定
の
合
格
者
限
定
）

●
受
験
料
／
初
級
・
中
級
共
に
2
，0
0
0
円

（
昼
食
付
き
）

◎
記
念
講
演
会「
甲
賀
忍
者
と
武
士
社
会

パ
ー
ト
Ⅲ
」

講
師
／
磯
田
道
史
氏（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
・
歴
史

秘
話
出
演
）

●
日
時
／
６
月
９
日（
日
）13
時
か
ら

●
会
場
／
忍
の
里
プ
ラ
ラ

◎
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル〝
正
心
せ
い
し
ん
〞

　
（
音
楽
劇
団
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
パ
ー
ク
）

●
日
時
／
６
月
８
日（
土
）17
時
30
分
開
演

●
入
場
料
／
1
，5
0
0
円（
前
売
）、

　

1
，8
0
0
円（
当
日
）

　

中
学
生
以
下
1
，0
0
0
円（
前
売
）

　

1
，3
0
0
円（
当
日
）

※
忍
者
検
定
受
験
者
は
1
，0
0
0
円
に

て
入
場
で
き
ま
す
。

問
／
甲
賀
市
観
光
協
会

☎
６
０‐
２
６
９
０
／　

６
０‐
２
3
6
2

平
成
25
年
度
甲
賀
市
・
湖
南
市

手
話
基
礎
講
座
受
講
生
募
集

●
期
間
／
6
月
18
日
〜
10
月
22
日（
毎
週

火
曜
日
・
実
習
を
含
む
全
21
回
）

※
た
だ
し
8
月
13
日
は
休
み

●
時
間
／
19
時
〜
21
時

●
場
所
／
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口

催
し

募
集

よ

ぞ
ら

た
び

び
と

い
そ

た

み
ち
ふ
み

●
対
象
／
甲
賀
市
・
湖
南
市
に
在
住
ま
た
は

在
勤
の
18
歳
以
上
の
方
で
基
礎
講
座
受

講
経
験
者
。ま
た
は
入
門
講
座
修
了
者
で

手
話
サ
ー
ク
ル
等
に
よ
り
学
習
を
継
続

し
て
い
る
方
、及
び
手
話
サ
ー
ク
ル
で
概

ね
2
年
以
上
の
学
習
経
験
が
あ
る
方
。

●
定
員
／
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
過

去
に
入
門
講
座
の
み
修
了
さ
れ
た
方
を

優
先
し
ま
す
。）

●
内
容
／【
講
義
】①「
障
が
い
者
福
祉
の

基
礎
」②「
聴
覚
障
が
い
者
活
動
と
聴
覚

障
が
い
者
福
祉
制
度
」

【
実
技
】①「
日
本
手
話
の
基
本
文
法
」

②「
基
本
文
法
の
応
用
」③「
総
合
練
習
」

●
申
込
締
切
／
5
月
31
日（
金
）

●
申
込
方
法
／
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、直
接
ご
持
参
い
た
だ
く
か
郵

送
ま
た
は
F
A
X
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
申
込
用
紙
は
甲
賀
市
自
立
支
援
課
、湖
南

市
社
会
福
祉
課
に
設
置
。両
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
。）

●
受
講
料
／
無
料
。た
だ
し
別
途
テ
キ
ス
ト

代（
１
，4
7
0
円
）が
必
要

問
／
自
立
支
援
課　

自
立
支
援
係

☎
6
5
｜

0
7
0
7
／　

6
3
｜

4
0
8
5

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

遊
陶
里
カ
レ
ッ
ジ
受
講
者
募
集

信
楽
中
央
公
民
館
で
は
、年
間
を
通
し
て
左

記
の
公
民
館
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

◎「
生
き
い
き
講
座（
全
10
回
）」 

●
対
象
／
一
般
成
人　

定
員
20
名

●
受
講
料
／
1
，0
0
0
円

◎「
海
外
旅
行
に
役
立
つ
英
会
話
講
座（
全
12
回
）」 

●
対
象
／
一
般
成
人　

定
員
15
名

●
受
講
料
／
2
，0
0
0
円 

◎「
遊
学
舎（
全
8
回
）」 

●
対
象
／
小
学
生　

定
員
25
名

●
受
講
料
／
1
，0
0
0
円

●
申
込
締
切
／
5
月
15
日（
水
）

問
・
申
／
信
楽
中
央
公
民
館

☎
8
2
｜

8
0
7
5
／　

8
2
｜

2
4
6
3

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

全
国
戦
没
者
追
悼
式
参
列
者
募
集

●
開
催
日
／
8
月
15
日（
木
）

●
場
所
／
日
本
武
道
館

●
募
集
対
象
者
／
戦
没
者
の
原
則
と
し
て

配
偶
者
、子
、父
母
、兄
弟
姉
妹
、孫
で
8

月
14
日
〜
15
日
の
1
泊
2
日
の
団
体
行

動
が
で
き
る
方

●
募
集
人
数
／
50
名（
抽
選
）

●
参
加
費
／
5
，0
0
0
円
程
度

●
募
集
期
間
／
5
月
1
日（
水
）〜
31
日

（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
方
法
／
は
が
き
に
①
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、戦
没
者

と
の
続
柄
、電
話
番
号
②
戦
没
者
の
氏

名
、本
籍
都
道
府
県
名
、陸
・
海
軍
の
別

を
記
入
し
て
左
記
ま
で
送
付
。

※
選
考
結
果
は
6
月
下
旬
に
通
知
。

問
・
申
／
滋
賀
県
健
康
福
祉
政
策
課
保
護
・

援
護
担
当

〒
5
2
0
｜
8
5
7
7
大
津
市
京
町
4
丁
目
｜
1
｜
1

☎
0
7
7
｜

5
2
8
｜

3
5
1
4

　

0
7
7
｜

5
2
8
｜

4
8
5
0

甲
南
公
民
館

く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
講
座

受
講
生
募
集

「
デ
コ・
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
教
室
」

焼
か
な
い
粘
土
を
使
っ
て
、花
や
雑
貨
・
小
物

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
新
し
い
ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
?
シ
ン
プ
ル
な
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
が
か
わ
い
く
、華
や
か
に
大
変
身

●
日
時
／
6
月
8
日（
土
）　

13
時
30
分
〜

15
時
30
分

●
場
所
／
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

●
内
容
／
バ
ラ
な
ど
花
を
粘
土
で
作
っ
て
、

市
販
の
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
に
飾
り
ま
す
。

●
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18

歳
以
上
の
方
、先
着
15
名

●
受
講
料
／
1
，5
0
0
円   

（
材
料
代

1
，2
0
0
円
+
参
加
費
3
0
0
円
）

●
申
込
受
付
期
間
／
5
月
29
日（
水
）ま
で

●
申
込
方
法
／
チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、受
講
料

を
添
え
て
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ

ラ
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。必
ず
講
座

の
チ
ラ
シ
に
て
詳
細
を
ご
確
認
の
上
、お

申
込
く
だ
さ
い
。受
付
窓
口
に
見
本
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

●
チ
ラ
シ
設
置
場
所
／
各
中
央
公
民
館
・

甲
南
地
域
の
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・
社

会
教
育
課

問
／
甲
南
公
民
館

☎
8
6
｜

3
0
3
6
／　

8
6
｜

8
1
1
9

「
に
ん
く
る
土
曜
塾
」

●
日
時
／
５
月
11
日（
土
）　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所
／
に
ん
く
る
児
童
館（
相
模
教
育
集
会
所
）

●
内
容
／
万
華
鏡
作
り

●
材
料
費
／
１
０
０
円

●
申
込
締
切
／
５
月
８
日（
水
）先
着
10
名

問
・
申
／
に
ん
く
る
児
童
館

☎
８
８
｜
５
６
９
２
／　

８
８
｜
５
６
９
６

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

皆
さ
ん
の
心
の
風
景
、

心
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
大
募
集

N
H
K
B
S
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
映
中
の「
に
っ
ぽ
ん
縦

断
こ
こ
ろ
旅
」の
旅
人
で
俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が

滋
賀
県
に
や
っ
て
き
ま
す
。番
組
で
は
、旅
の
行
く
先

を
決
め
る
皆
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
す
る
も
の
／
心
の
風
景
と
エ
ピ

ソ
ー
ド　
（
例
）「
何
気
な
い
風
景
」「
思
い

出
の
風
景
」「
み
ん
な
に
伝
え
た
い
風
景
」

●
応
募
方
法
／
F
A
X
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、郵
送
で
①
住
所
②
お
名
前
③
電

話
番
号
④
性
別
⑤
年
齢
⑥
思
い
出
の
場

所
⑦
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

添
え
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
募
集
締
切
／
5
月
21
日（
火
）必
着

●
応
募
先
／
①
☎
0
3
｜

3
4
6
5
｜

1
3
2
7
②
お
手
紙
／
〒
1
5
0
｜

8
0
0
1　

N
H
K「
こ
こ
ろ
旅
係
」

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

http://w
w
w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

問
／
N
H
K
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
｜
0
6
6
｜
0
6
6
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広
報

編
集
後
記

　

広
報
課
の
あ
る
水
口
庁
舎

で
は
、
一
歩
屋
外
に
出
れ
ば
軽

快
な
水
口
囃
子
の
音
色
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
広
報
１
日
号

の
編
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、

毎
月
20
日
前
後
に
校
了
が
設

定
さ
れ
、
そ
の
直
前
は
最
も

業
務
が
忙
し
く
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
毎
年
19
・
20
日
に
開

催
さ
れ
る
「
水
口
祭
」
の
日

は
最
も
忙
し
い
日
…
水
口
出

身
の
私
に
は
つ
ら
い
で
す
。

　

5
月
に
入
る
と
、
市
内
各

地
で
伝
統
の
お
祭
り
が
数
多

く
開
催
さ
れ
ま
す
。
G
W
に

は
、
市
内
の
お
祭
り
を
巡
っ
て

み
る
と
新
し
い
感
動
に
出
会

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
内
を
巡
っ
て
取
材
し
て
い

る
と
色
ん
な
発
見
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
人
と
の
出
会

い
で
、
本
当
に
お
も
し
ろ
い
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
人
と
場
所
が
つ

な
が
る
と
、
今
ま
で
た
だ
の
風

景
で
あ
っ
た
も
の
が
意
味
を

持
っ
て
色
づ
い
て
見
え
て
き
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
も
の
を
紹
介

し
て
い
く
こ
と
も
「
広
報
あ
い

こ
う
か
」
の
役
割
の
一
つ
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

市
の
実
施
す
る
各
種
の
制

度
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か

り
や
す
く
お
伝
え
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

「
お
っ
」
と
思
え
る
よ
う
な
ま

ち
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
担
当
が
皆
さ
ん
の
ま

ち
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
き
、
ぜ
ひ
色
々
な
お
話

し
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
全
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
少
し
づ
つ
で
も

広
報
に
書
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。○つ

こうかこうかこうか

大
原
小
学
校
3
年

中
島 

佑
奈 

さ
ん

「
か
っ
こ
い
い
　
き
か
ん
し
ゃ
」

小
原
小
学
校
2
年

杉
中 

希
美 

さ
ん

「
バ
ス
に
の
っ
て
」

信
楽
中
学
校
3
年

大
西 

里
佳 

さ
ん

「
こ
と
わ
ざ
カ
ル
タ
」

このコーナーでは、市内の
保育園・幼稚園・小中学校の
児童や生徒が描いた絵を
順次紹介していきます。

な
か

じ
ま

ゆ
う

な

す
ぎ

な
か

の
ぞ

み

お
お

に
し

り

か

●甲賀市の人口の推移

総数

男

女

世帯数

93,681
46,475
47,206
33,228

（-128）人

（-67）人

（-61）人

（+61）世帯
H25.3.30現在　（　）内は前月比


